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(57)【要約】
　プリペイドユーザのためのインターネットへの無線ア
クセスの方法は、以下のステップを有している。すなわ
ち、ユーザ無線装置が無線通信ネットワークを通じてイ
ンターネットへログオンする場合、ユーザアカウント及
びパスワード情報を無線通信ネットワークに送信すると
もに（Ｓ０１）、前記ユーザアカウント、パスワード及
びプリペイド額の情報は無線通信ネットワークに保存さ
れる。前記無線通信ネットワークはユーザ無線装置に対
して認証を行い（Ｓ０２）、認証を通過した場合無線ユ
ーザに帯域幅が割り当てられ（Ｓ０３）、通過しなかっ
た場合ユーザ無線装置に対する接続は拒否される（Ｓ０
７）。前記装置はインターネットにログオンしアクセス
する（Ｓ０４）。前記装置からログオフ要求情報を受信
した場合、料金を計算し（Ｓ０５）、プリペイド額から
料金を差し引き、アクセスを終了させる（Ｓ０６）。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インターネットに対するプリペイドユーザの無線アクセス方法であって、
　無線通信ネットワークを介してインターネットにログオンする場合、無線ユーザ端末に
より、ユーザアカウント番号及びパスワードに関する情報を無線通信ネットワークに送信
するステップと、
　前記無線通信ネットワークによって無線ユーザ端末の認証を行うステップと、
　端末によってインターネットにログオンしかつ接続するステップと、
　を具備し、
　ユーザアカウント番号、パスワード及びプリペイド額に関する情報を、無線通信ネット
ワークにあらかじめ保持し、
　前記無線ユーザ端末が認証を通過した場合、無線ユーザ端末に帯域幅を割り当て、そう
でない場合、無線ユーザ端末の接続を拒否することを特徴とする無線アクセス方法。
【請求項２】
　前記無線ユーザ端末から切断要求メッセージを受信すると、無線通信ネットワークによ
って料金を計算し、プリペイド額から前記料金を差し引くステップと、
　無線ユーザ端末をインターネットから切断するステップと、
　を具備することを特徴とする請求項１に記載の無線アクセス方法。
【請求項３】
　前記ユーザカウント番号及びパスワードに関する情報を無線通信ネットワークに送信す
るステップは、
　無線通信ネットワークを介してインターネットへログオンする場合、ユーザアカウント
番号及びパスワードに関する無線ユーザ端末の情報を、無線ユーザ端末から無線パケット
ゲートウェイへ送信するステップと、
　ユーザアカウント番号及びパスワードに関する情報を、無線パケットゲートウェイから
認証・認可・アカウンティング（ＡＡＡ：Authentication Authorization and Accountin
g）システムへ送信するステップと、
　を具備することを特徴とする請求項１に記載の無線アクセス方法。
【請求項４】
　前記無線ユーザ端末の認証を行うステップは、
　ユーザアカウント番号及びパスワードに関する情報を、ＡＡＡシステムによってデータ
ベースから取得するステップと、
　取得した情報に記録されているパスワードに関する情報が、無線ユーザ端末から送信さ
れたパスワードに関する情報と一致するかどうかを判定するステップと、
　一致した場合、無線ユーザ端末に帯域幅を割り当てるステップと、
　一致しなかった場合、端末の接続を拒否するステップと、
　を具備することを特徴とする請求項３に記載の無線アクセス方法。
【請求項５】
　無線ユーザ端末の認証を行うステップは、
　無線ユーザ端末の認証を行うため、ユーザアカウント番号及びパスワードに関する情報
を保持する認証要求メッセージをＡＡＡシステムから携帯電話インテリジェントネットワ
ークへ送信するステップと、
　ユーザアカウント番号に従って、ユーザアカウント番号及びパスワードに関する情報を
、携帯電話インテリジェントネットワークによってデータベースから取得するステップと
、
　取得した情報に記録されているパスワードに関する情報を、ＡＡＡシステムへ送信する
ステップと、
　携帯電話インテリジェントネットワークから送信されたパスワードに関する情報が、
ＡＡＡシステムによって無線ユーザ端末から送信されたパスワードに関する情報と一致す
るかどうかを判定するステップと、
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　携帯電話インテリジェントネットワークから送信されたパスワードに関する情報が、送
信されたパスワードに関する情報と一致した場合、無線ユーザ端末に帯域幅を割り当るス
テップと、
　一致しなかった場合、無線ユーザ端末の接続を拒否するステップと、
　を具備することを特徴とする請求項３に記載の無線アクセス方法。
【請求項６】
　前記無線ユーザ端末の認証を行うステップは、
　　無線ユーザ端末の認証を行うため、ユーザアカウント番号及びパスワードに関する情
報を保持する認証要求メッセージを、ＡＡＡシステムから携帯電話インテリジェントネッ
トワークへ送信するステップと、
　ユーザアカウント番号に従って、ユーザアカウント番号及びパスワードに関する情報を
、データベースから携帯電話インテリジェントネットワークによって取得するステップと
、
　取得した情報に記録されているパスワードに関する情報が、無線ユーザ端末から送信さ
れたパスワードに関する情報と一致するかどうかを判定するステップと、
　インテリジェントネットワークが取得した情報に記録されているパスワードに関する情
報が、無線ユーザ端末から送信されたパスワードに関する情報と一致した場合、
　前記無線ユーザ端末が正規なものであることを示すメッセージを、携帯電話インテリジ
ェントネットワークからＡＡＡシステムへ送信するとともに、無線ユーザ端末に帯域幅を
割り当てるステップと、
　一致しなかった場合、無線ユーザ端末が不正であることを示すメッセージを、携帯電話
インテリジェントネットワークからＡＡＡシステムに送信するとともに、無線ユーザ端末
の接続を拒否するステップと、
　を具備することを特徴とする請求項３に記載の無線アクセス方法。
【請求項７】
　さらに前記無線ユーザ端末のＳＩＭカードの認証を行うステップは、
　無線ユーザ端末及びＳＩＭカードの両方が認証を通過した場合、無線ユーザ端末に帯域
幅を割り当てるステップと、
　認証を通過しなかった場合、無線ユーザ端末を拒否するステップと、
　を具備することを特徴とする請求項３に記載の無線アクセス方法。
【請求項８】
　前記無線ユーザ端末の認証を行うステップは、
　ユーザアカウント番号に従って、データベースからユーザアカウント番号及びパスワー
ドに関する情報をＡＡＡシステムによって取得するステップと、
　取得した情報に記録されているパスワードに関する情報が、無線ユーザ端末から送信さ
れたパスワードに関する情報と一致するかどうかを判定するステップと、
　一致した場合、ＡＡＡシステムによって無線ユーザ端末のＳＩＭカード番号を得るステ
ップと、
　ＳＩＭカードの認証を行うため、ＳＩＭカード番号を運ぶ認証要求メッセージを携帯電
話インテリジェントネットワークへ送信するステップと、
　携帯電話インテリジェントネットワークによってＳＩＭカードの情報に関するデータベ
ースを問い合わせるステップと、
　前記ＳＩＭカードが正規なものであるかどうかを判定するステップと
　正規であった場合、ＳＩＭカードが正規であることを示すメッセージを、携帯電話イン
テリジェントネットワークからＡＡＡシステムへ送信するとともに、無線ユーザ端末に帯
域幅を割り当てるステップと、
　不正であった場合、ＳＩＭカードが不正であることを示すメッセージを、携帯電話イン
テリジェントネットワークからＡＡＡシステムへ送信するとともに、無線ユーザ端末の接
続を拒否するステップと、
　を具備することを特徴とする請求項７に記載の無線アクセス方法。
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【請求項９】
　前記無線ユーザ端末の認証を行うステップは、
　ＡＡＡシステムによって無線ユーザ端末のＳＩＭカード番号を得るステップと、
　無線ユーザ端末及びＳＩＭカードの認証を行うため、ＳＩＭカード番号と同様にユーザ
アカウント番号及びパスワードを保持する認証要求メッセージを携帯電話インテリジェン
トネットワークへ送信するステップと、
　ユーザアカウント番号に従って無線ユーザ端末の情報をデータベースから携帯電話イン
テリジェントネットワークによって取得するステップと、
　取得した情報に記録されているパスワードに関する情報が、無線ユーザ端末から送信さ
れたパスワードに関する情報と一致するかどうかを判定するステップと、
　一致しなかった場合、無線ユーザ端末が不正であることを示すメッセージを携帯電話イ
ンテリジェントネットワークからＡＡＡシステムへ送信するとともに、無線ユーザ端末の
接続を拒否するステップと、
　一致した場合、携帯電話インテリジェントネットワークによってＳＩＭカードの情報に
関するデータベースに問い合わせ、ＳＩＭカードが正規なものであるかどうかを判定する
ステップと、
　正規であった場合、無線ユーザ端末とＳＩＭカードの両方が正規であることを示すメッ
セージを、携帯電話インテリジェントネットワークからＡＡＡシステムへ送信するととも
に、無線ユーザ端末に帯域幅を割り当てるステップと、
　正規でなかった場合、ＳＩＭカードが不正であることを示すメッセージを、携帯電話イ
ンテリジェントネットワークからＡＡＡシステムへ送信するとともに、無線ユーザ端末の
接続を拒否するステップと、
　を具備することを特徴とする請求項７に記載の無線アクセス方法。
【請求項１０】
　前記無線ユーザ端末の認証を行うステップは、
　ＡＡＡシステムによってインターネットへアクセスするための要求メッセージからＳＩ
Ｍカード番号を得るステップと、
　無線ユーザ端末及びＳＩＭカードの認証を行うため、ＳＩＭカードと同様に、ユーザア
カウント番号及びパスワードに関する情報を保持する認証要求メッセージを携帯電話イン
テリジェントネットワークへ送信するステップと、
　携帯電話インテリジェントネットワークによって、ＳＩＭカードの情報に関するデータ
ベースに問い合わせるステップと、
　前記ＳＩＭカードが正規なものであるかどうかを判定するステップと、
　正規でなかった場合、ＳＩＭカードが不正であることを示すメッセージを、携帯電話イ
ンテリジェントネットワークからＡＡＡシステムへ送信するとともに、無線ユーザ端末の
接続を拒否するステップと、
　正規であった場合、携帯電話インテリジェントネットワークによって、ユーザアカウン
ト番号に従って、無線ユーザ端末の情報をデータベースから取得するとともに、取得した
情報に記録されているパスワードに関する情報をＡＡＡシステムへ送信するステップと、
　ＡＡＡシステムによって、携帯電話インテリジェントネットワークから送信されたパス
ワードに関する情報が、無線ユーザ端末から送信されたパスワードに関する情報と一致す
るかどうかを判定するステップと、
　一致した場合、無線ユーザ端末に帯域幅を割り当てるステップと、
　一致しなかった場合、無線ユーザ端末の接続を拒否するステップと、
　を具備することを特徴とする請求項７に記載の無線アクセス方法。
【請求項１１】
　さらに前記無線ユーザ端末を認証する場合、無線ユーザ端末の正当性を認証するステッ
プと、
　適応性と有効期限について無線ユーザ端末を認証するステップと、
　無線ユーザ端末が、正当性の認証を通過した場合、ステップ３が実行するステップと、



(5) JP 2009-524301 A 2009.6.25

10

20

30

40

50

通過しなかった場合、端末の接続を拒否するステップと、
　を具備することを特徴とする請求項１から請求項１０のいずれか１項に記載の無線アク
セス方法。
【請求項１２】
　無線ユーザ端末を認証するステップと無線ユーザ端末に帯域幅を割り当てるステップの
間には、
　金額の保存に関する情報を設定するステップ
　をさらに具備することを特徴とする請求項１から請求項１０のいずれか１項に記載の無
線アクセス方法。
【請求項１３】
　金額の保存に関する情報の設定を行うステップは、
　データカードの金額を保存するための要求をＡＡＡシステムから携帯電話インテリジェ
ントネットワークへ送信するステップと、
　前記要求に従ってユーザアカウント番号に対するプリペイド額を携帯電話インテリジェ
ントネットワークによって保存するステップと、
　プリペイド額が保存されたことを示すメッセージをＡＡＡシステムへ送信するステップ
と、
　を具備することを特徴とする請求項１１に記載の無線アクセス方法。
【請求項１４】
　前記ユーザアカウントの残り金額が指定額より少ない又は等しいことを無線パケットゲ
ートウェイから検出した場合、無線ユーザ端末によるインターネットサーフィンを終了さ
せるステップ
　をさらに具備することを特徴とする請求項１３に記載の無線アクセス方法。
【請求項１５】
　　無線ユーザ端末を認証するステップと無線ユーザ端末に帯域幅を割り当てるステップ
の間は、
　　データカードの残り金額をＡＡＡシステムによって問い合わせるステップと、
　　前記金額から支払い可能なトラフィック量を計算するステップと、
　　支払い可能なトラフィック量に関する情報を無線パケットゲートウェイへ送信するス
テップと、
　無線パケットゲートウェイによって、前記端末へ送信されたトラフィック量を計算する
ステップと、
　トラフィック量が、支払い可能なトラフィック量より多い又は等しい場合、無線ユーザ
端末によるインターネットサーフィンを終了させるステップと、
　を具備することを特徴とする請求項１から請求項１０のいずれか１項に記載の無線アク
セス方法。
【請求項１６】
　無線ユーザ端末を切断した時に、無線ユーザ端末へ送信されたトラフィック量に従って
プリペイド額から接続料金を差し引くステップ
　をさらに具備することを特徴とする請求項１から請求項１０のいずれか１項に記載の無
線アクセス方法。
【請求項１７】
　プリペイド額から接続料金を差し引くステップは、
　無線パケットゲートウェイによって、無線ユーザ端末に送信されたトラフィック量を計
算するステップと、
　前記トラフィック量をＡＡＡシステムへ送信し、ＡＡＡシステムによってトラフィック
量に従ってプリペイド額から接続料金を差し引くステップと、
　を具備することを特徴とする請求項１６に記載の無線アクセス方法。
【請求項１８】
　プリペイド額から接続料金を差し引くステップは、
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　無線パケットゲートウェイによって無線ユーザ端末へ送信されたトラフィック量を計算
し、ＡＡＡシステムへトラフィック量を送信するステップと、
　ＡＡＡシステムによって前記トラフィック量から接続料金を計算し、プリペイド額から
接続料金を差し引くための要求を、携帯電話インテリジェントネットワークへ送信するス
テップと、
　携帯電話インテリジェントネットワークによって、プリペイド額から接続料金を差し引
くステップと、
　を具備することを特徴とする請求項１６に記載の無線アクセス方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はネットワーク技術の分野、特にプリペイドユーザによるインターネットへの無
線アクセスの方法に関連するものである。
【０００２】
　本願は、発明の名称を“データカードを使用したインターネットへの無線アクセス方法
”として２００６年１月１８日に中国特許庁へ提出された、中国特許出願第２００６１０
０３３１６６.９号に基づき優先権を主張し、その内容は引用によってそのままここに組
み込まれる。
【背景技術】
【０００３】
　社会の発展につれて、社会生活、経済、科学研究、国家防衛など、様々な情報が常に更
新されるとともに、正確な情報が行き交い様々な分野でますます使われている。個人又は
集団の発展は、他の成功を頼りにしなければならない。したがって情報を完全に取得する
方法は、重要な問題の１つとなる。そこに、情報を取得するための様々な手段が存在する
。とりわけ、現在、人々にとってネットワークは、便利で迅速にかつ詳細な方法で情報を
取得するには最良であり、テレビや新聞といったメディアよりもポピュラーである。現在
、ユーザの多くは、広いカバレッジ及び高帯域幅で利点のある有線ブロードバンドネット
ワークを通して情報を取得する。しかし、有線ブロードバンドネットワークは、固定した
場所によるＰＣからアクセスのみが可能である。その結果、ユーザはインターネットサー
フィンをするため、固定した場所にＰＣを持ち運ばなければならず、非常に不便である。
同様に、ユーザは、有線ブロードバンドネットワークに比べてログオンできる場所がより
自由な無線ローカルエリアネットワークを通して、情報を取得する。しかし、これもカバ
レッジが狭いことがユーザにとって不便の原因になっている。社会経済の迅速な発展の結
果としての携帯端末の高い普及率と同様に、無線ネットワークの持続的な進歩の結果とし
ての広いカバレッジと他のネットワークを通じた携帯性の点から、無線ネットワークの重
要な長所により、様々な分野の人々にとって、携帯端末又は無線ネットワークカード（携
帯端末のＳＩＭカードを通して無線ネットワークにアクセスするために、携帯端末又はＰ
Ｃに挿入することができる）によって、無線ネットワークを通して情報を取得することが
、最善の選択になる。
【０００４】
　しかし、先行技術では、携帯端末又は無線ネットワークカードを使って、ユーザがイン
ターネットサーフィンする場合、以下の欠点が生じる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
現在、携帯端末又は無線ネットワークカードを通して、インターネットにアクセスするた
めにユーザがダイヤルアップする場合、ネットワークシステムは、ユーザが使用している
ＳＩＭカードのみを検証し、一定のセキュリティ情報によってユーザの身元を認証しない
。ユーザがＳＩＭカードを使用してアクセスすることが通常の状態であるかぎり（たとえ
ば、ＳＩＭカードの番号に料金を支払う必要がない）、ユーザはインターネットにアクセ
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スすることができる。したがって、発生する全ての料金は、アクセスに使用したＳＩＭカ
ードのアカウントから差し引かれる。さらに、ユーザＡが携帯端末又は無線ネットワーク
カードを紛失し、ユーザＢがユーザＡの携帯端末又は無線ネットワークカードを入手した
場合、身元確認が要求されないため、ユーザＢはその携帯端末又は無線ネットワークカー
ドを使って直接インターネットサーフィンすることができる。したがって、発生する全て
の料金はユーザＡが支払うことになり、その結果、携帯端末の正規ユーザに多大な損害と
不都合をもたらしてしまう。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、プリペイドユーザがインターネットに無線アクセスするための方法を提供す
る。他のユーザによるインターネットへの不正アクセスによって、携帯端末の正規ユーザ
に不合理な料金が発生することを防ぐため、本発明は、データカードに設定されたユーザ
アカウント番号及びパスワードに関する情報を通してユーザの身元認証を可能にする。
【０００７】
　本発明の一実施形態は、プリペイドユーザによるインターネットへの無線アクセスの方
法を提供し、以下のステップを有している。
【０００８】
　無線通信ネットワークを介してインターネットにログオンする場合、無線ユーザ端末は
、ユーザアカウント番号及びパスワードに関する情報を無線通信ネットワークへ送信する
。このとき、ユーザアカウント番号、パスワード、プリペイド額に関する情報は、無線通
信ネットワークにあらかじめ保持されている。
【０００９】
　無線通信ネットワークは無線ユーザ端末を認証し、無線ユーザ端末が認証を通過した場
合無線ユーザ端末に帯域幅が割り当てられ、そうでない場合無線ユーザ端末の接続は拒否
される。
【００１０】
　端末によってインターネットにログオンし、インターネットサーフィンを行う。
【００１１】
　　さらなる利点として、本発明は以下のステップを有する。
【００１２】
　　無線ユーザ端末からの切断メッセージを受信すると、無線通信ネットワークは料金を
計算し、プリペイド額から前記料金を差し引く。
【００１３】
　　ユーザ携帯端末をインターネットから切断する。
【００１４】
　　ユーザアカウント番号及びパスワードに関する情報を無線通信ネットワークへ送信す
るステップは、以下のステップを有している。無線通信ネットワークを介してインターネ
ットにログインする場合、ユーザアカウント番号及びパスワードについて無線ユーザ端末
の情報を、無線ユーザ端末から無線パケットゲートウェイへ送信する。
【００１５】
　無線パケットゲートウェイは、ユーザアカウント番号及びパスワードについての情報を
、認証・認可・アカウンティング（ＡＡＡ：Authentication Authorization and Account
ing）システムへ送信する。
【００１６】
　好ましくは、無線ユーザ端末の認証は、以下のステップを有している。
【００１７】
　ＡＡＡシステムは、ユーザアカウント番号に従ってデータベースから、ユーザアカウン
ト番号及びパスワードに関する情報を取得するとともに、取得した情報に記録されたパス
ワードに関する情報が、無線ユーザ端末から送信されたパスワードに関する情報と一致す
るかどうかを判定し、一致した場合無線ユーザ端末に帯域幅が割り当てられ、一致しない
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場合端末接続は拒否される。
【００１８】
　好ましくは、無線ユーザ端末の認証は、以下のステップを有している。
【００１９】
　ユーザアカウント番号及びパスワードに関する情報を所持する、無線ユーザ端末につい
て認証を行うため、認証要求メッセージがＡＡＡシステムから携帯電話インテリジェント
ネットワークへ送信される。
【００２０】
　ユーザアカウント番号に従ってデータベースから、ユーザアカウント番号及びパスワー
ドに関する情報が、携帯電話インテリジェントネットワークによって取得されるとともに
、取得された情報に記録されたパスワードに関する情報がＡＡＡシステムへ送信される。
【００２１】
　ＡＡＡシステムは、携帯電話インテリジェントネットワークから送信されたパスワード
に関する情報が、無線ユーザ端末から送信されたパスワードに関する情報と一致するかど
うかを判定し、一致した場合無線ユーザ端末に帯域幅を割り当てる。
【００２２】
　一致しなかった場合無線ユーザ端末の接続は拒否される。
【００２３】
　さらに有利な点として、本発明では、端末切断の際、無線ユーザ端末に送信されたトラ
フィック量に従ってプリペイド額から接続料金を差し引くステップを有している。
【００２４】
　以上まとめると、本発明の具体例において、無線ユーザ端末はデータカードを使用して
無線ネットワークにログオンするとともに、先行技術において無線ユーザがインターネッ
トにアクセスする方法を拡充するものである。加えて、インターネットサーフィンの料金
は、携帯端末のＳＩＭカードに関係なくデータカードから直接差し引かれる。したがって
、たとえユーザが携帯端末を紛失したとしても、そのユーザは他のユーザによるインター
ネットへの不正アクセスによる不合理な料金を負担することはない。さらに、携帯端末が
利用できない場合でも、接続料金は携帯端末のＳＩＭカードに関係ないため、他の携帯端
末によってインターネットサーフィンすることができるため、ユーザに大きな利便性をも
たらす。加えて、それぞれのデータカードにパスワードが設定されるので、たとえデータ
カードを紛失したとしても、他のユーザは認証を通過することができないので、データカ
ードのプリペイド額を消費されることはない。データカードの所有者は、データカードの
ユーザネームに対応するパスワードを通じてネットワークにログオンできるので、データ
カードの紛失による損害受けることはなく、ユーザは接続料金に関してのセキュリティが
保障される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　図１は、本発明によるデータカードを使ったインターネットサーフィンのための典型的
な方法を図示したフローチャートである。
【００２６】
　図２は、本発明の一実施形態によるデータカードの認証を行うＡＡＡシステムを図示し
たフローチャートである。
【００２７】
　図３は、本発明の一実施形態によるデータカードの認証を行う携帯電話インテリジェン
トネットワーク（ＣＩＮ：Cellphone Intelligent Network）を図示したフローチャート
である。
【００２８】
　図４は、本発明の一実施形態によるデータカードとＳＩＭカードの認証フローチャート
である。
【００２９】
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　図５は、本発明の他の実施形態によるデータカードとＳＩＭカードの認証フローチャー
トである。
【００３０】
　図６は、本発明の他の実施形態によるデータカードとＳＩＭカードの認証フローチャー
トである。
【００３１】
　本発明の原理、特徴及び効果をより理解するため、さらに詳細な技術的解決手段につい
て添付図面及び実施形態を参照する。
【００３２】
　本発明の実施形態では、認証・認可・アカウンティング（ＡＡＡ：Authentication Aut
horization and Accounting）システム又は携帯電話インテリジェントネットワーク（Ｃ
ＩＮ：Cellphone Intelligent Network）は、ある一定のプリペイド額を含んだデータカ
ードを発行し、ユーザアカウント番号及びパスワードをそれぞれのデータカードに設定す
る。ユーザは、前記データカードをいつどこでも購入できるとともに、その有効期限が切
れるまではデータカードを使ってインターネットサーフィンを行うことができる。インタ
ーネットにアクセスする場合、データカードを発行するＡＡＡシステム又はＣＩＮによる
認証のため、ユーザは端末を通じて、データカードのユーザアカウント番号及びパスワー
ドを入力する必要がある。これにより、不正アクセスによる正規ユーザへの料金発生を防
ぐことができる。図１からわかるように、本発明によるデータカードを使ったインターネ
ットサーフィンの方法は、以下のステップを有している。
【００３３】
　Ｓ０１：無線通信ネットワークを介してインターネットへログオンする過程で、端末は
、パケットデータサービングノード（ＰＤＳＮ：Packet Data Serving Node）／ゲートウ
ェイＧＰＲＳサポートノード（ＧＧＳＮ：Gateway GPRS Support Node）を介して、事前
に購入したデータカードのユーザアカウント番号及びパスワードに関する情報をＡＡＡシ
ステムに送信する。このデータカードは、無線通信ネットワーク内のＡＡＡシステム又は
ＣＩＮによって発行されたもので、プリペイド額に関する情報を含んでいる。
【００３４】
　ユーザは、ある一定のプリペイド額を含むデータカードを購入し、これを使ってインタ
ーネットサーフィンを行う。したがって、前記データカードは、先行技術においてユーザ
がインターネットにアクセスする方法を拡充するものである。
【００３５】
　Ｓ０２：無線通信ネットワーク内のＡＡＡシステムは、データカードのユーザアカウン
ト番号及びパスワードに関する情報を受信した時に、ユーザアカウント番号に対応するデ
ータカードがＡＡＡシステムによって発行されたものであるかどうかを判定する。そうで
ある場合ＡＡＡシステムはデータカードの認証を行い、そうでない場合はＣＩＮがデータ
カードの認証を行う。データカードが認証を通過した場合Ｓ０３が実行され、そうでない
場合端末の接続は拒否される。
【００３６】
データカードごとに１つのパスワードが設定されるため、たとえデータカードを紛失した
としても、データカードの所有者でない他のユーザが認証を通過することはできず、デー
タカードのプリペイド額を消費されることはない。一方、データカードの所有者がそのデ
ータカードのユーザアカウント番号及びパスワードを変更しないかぎりは、そのユーザア
カウンド番号及びパスワードを使ってネットワークにログオンできる。したがって、接続
料金についてのセキュリティは保障され、ユーザがデータカードの紛失による被害を受け
ることもない。加えて、ユーザが携帯端末によってネットワークへのログオンを要求した
場合には、ネットワークにログオン要求を送信するＳＩＭカードが認証される。したがっ
て、携帯端末を紛失したとしても、不正ユーザによってインターネットへのアクセスに使
用されることはないので、携帯端末ユーザのリスクを軽減する。
【００３７】
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　Ｓ０３：ＡＡＡシステムは、端末に割り当てる帯域幅を指示するメッセージをＰＤＳＮ
／ＧＧＳＮへ送信するとともに、ＰＤＳＮ／ＧＧＳＮは、指示メッセージを受信した時に
、対応する帯域幅を端末に割り当てる。
【００３８】
　Ｓ０４：端末は、インターネットにログオンし接続される。
【００３９】
　Ｓ０５：端末からの切断要求メッセージを受けた時に、ＰＤＳＮ／ＧＧＳＮは端末へ送
信されたトラフィック量とＡＡＡシステムへ送信されたトラフィック量を計算する。すな
わち、まずＡＡＡシステムは、トラフィック量から料金を計算する。そして、データカー
ドを発行したＡＡＡシステム又はＣＩＮは、データカードのプリペイド額からその料金を
差し引く。この後、ＡＡＡシステムはインターネットから端末を切断するように指示する
メッセージをＰＤＳＮ／ＧＧＳＮへ送信する。
【００４０】
　インターネットサーフィンの料金は、携帯端末のＳＩＭカードには関係なく、データカ
ードから直接差し引かれる。したがって、たとえユーザが携帯端末を紛失しても、他のユ
ーザによるインターネットへの不正アクセスによって不合理な料金をそのユーザが負担す
る必要はなく、接続料金についてのセキュリティが保証される。さらに、接続料金は携帯
端末のＳＩＭカードには関係ないので、ユーザの携帯端末が利用できない場合でも、その
ユーザは他の携帯端末によってインターネットサーフィンを行うことができ、ユーザに多
大な利便性をもたらす。
【００４１】
　Ｓ０６：ＰＤＳＮ／ＧＧＳＮは端末をインターネットから切断し、その端末によるイン
ターネットサーフィンを終了させる。
【００４２】
　前記の実施形態のうちＳ０１は、詳細には以下のステップを通して実行される。
【００４３】
　Ｓ１１：ユーザは、携帯端末クライアント又はＰＣ端末クライアントを通じてダイヤル
アップによって、データカードのユーザアカウント番号（たとえば“１２３”）及びパス
ワード（たとえば、“１３５”）を入力するとともに、インターネットへのアクセス要求
を無線基地局へ送信する。ユーザによってダイヤルアップに使われたクライアントが携帯
端末クライアントである場合、そのユーザは、データカードのユーザアカウント番号及び
パスワードを直接入力し、その後インターネットへのアクセス要求を送信する。ユーザに
よってダイヤルアップに使われたクライアントがＰＣ端末クライアントである場合、無線
ネットワークカードがあらかじめＰＣ端末に挿入されているときに限って、ユーザはデー
タカードのユーザアカウント番号及びパスワードを入力し、その後インターネットへの接
続要求を送信することができる。
【００４４】
　Ｓ１２：無線基地局は、受信したデータカードのユーザアカウント番号“１２３”及び
パスワード“１３５”を、ＰＤＳＮ／ＧＧＳＮのような無線パケットゲートウェイへ送信
し、データカードの認証を要求する。
【００４５】
　Ｓ１３：ＰＤＳＮ／ＧＧＳＮは、Ｒａｄｉｕｓ（ユーザサービスによる遠隔認証ダイヤ
ル：Remote Authentication Dial In user Service）／Ｄｉａｍｅｔｅｒ（Ｒａｄｉｕｓ
に代わる次世代ＡＡＡ）プロトコルの下、アクセス要求メッセージを介して、データカー
ドのユーザアカウント番号“１２３”及びパスワード“１３５”を、ＡＡＡシステムへ送
信して、データカードの認証と認可をＡＡＡシステムに要求する。
【００４６】
　Ｓ０２では、ＡＡＡシステムによるデータカードの認証は、詳細には以下のステップを
通して実行される。
【００４７】
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　Ｓ２１１：ＡＡＡシステムは、ユーザアカウント番号が“１２３”であるということや
、同様にパスワード、有効期限、適用性（たとえば、そのカードが、現ネットワークを通
じて、又は現在地において、インターネットサーフィンに使用できるかどうか）、カード
の残り金額、といったデータカードの情報をデータベースから取得するとともに、取得さ
れた情報中のパスワードが、ＰＤＳＮ／ＧＧＳＮから送信されたパスワード“１３５”と
一致しているかどうかを判定し、そうである場合Ｓ０３が実行され、そうでない場合端末
の接続は拒否される。
【００４８】
　ＡＡＡシステムによるデータカードの認証は、図２に示した流れで実行される。図２か
らわかるとおり、本発明の一実施形態においてＡＡＡシステムによるデータカードの認証
過程は、以下のステップを有している。
【００４９】
　Ｓ２２１：ＡＡＡシステムは、データカードのユーザアカウント番号“１２３”及びパ
スワード“１３５”をＣＩＮへ送信し、データカードが正規なものかどうかの確認をＣＩ
Ｎに要求する。
【００５０】
　Ｓ２２２：ＣＩＮは、ユーザアカウント番号が“１２３”であるということや、パスワ
ード、有効期限、適用性（たとえば、そのカードが、現ネットワークを通じて、又は現在
地において、インターネットサーフィンに使用できるかどうか）、カードの残り金額とい
ったデータカードの情報をデータベースから取得するとともに、取得した情報中に記録さ
れているデータカードのパスワードをＡＡＡシステムに送信する。
【００５１】
　Ｓ２２３：ＡＡＡシステムは、ＣＩＮから送信されたパスワードが、ＰＤＳＮ／ＧＧＳ
Ｎから送信されたパスワード“１３５”と一致するかどうかどうかを判定し、一致した場
合Ｓ０３が実行され、そうでない場合端末接続が拒否される。
【００５２】
　図３からわかるとおり、本発明の一実施形態によるＣＩＮによるデータカードの認証過
程は、以下のステップを有している。
【００５３】
　Ｓ２３１：ＡＡＡシステムは、データカードのユーザアカウント番号“１２３”及びパ
スワード“１３５”をＣＩＮへ送信し、データカードが正規なものかどうかの確認をＣＩ
Ｎに要求する。
【００５４】
　Ｓ２３２：ＣＩＮは、ユーザアカウント番号が“１２３”であるということや、パスワ
ード、有効期限、適用性（たとえば、そのカードが、現ネットワークを通じて、又は現在
地において、インターネットサーフィンに使用できるかどうか）、そのカードの残り金額
といった、データカードの情報をデータベースから取得するとともに、取得した情報中の
パスワードが、ＡＡＡシステムから送信されたパスワード“１３５”と一致するかどうか
を判定し、一致した場合Ｓ２３３が実行され、そうでない場合端末接続は拒否される。
【００５５】
　Ｓ２３３：ＣＩＮは、そのデータカードが正規なものどうかを示す認証の結果を、ＱＵ
ＥＲＹ＿ＵＳＥＲＩＮＦＯ＿ＡＣＣ＿ＲＥＳＰメッセージを通してＡＡＡシステムに送信
し、その後Ｓ０３が実行される。
【００５６】
　前記実施形態のＳ０２では、ユーザによってダイヤルアップに使用されたクライアント
が携帯端末クライアントである場合、携帯端末の正当性を保障するため、データカードを
認証した時に、携帯端末のＳＩＭカードに関しても同様に実行される。データカードとＳ
ＩＭカードの両方が認証を通過した場合、Ｓ０３が実行される。データカードとＳＩＭカ
ードのいずれかでも認証を通過しなかった場合、携帯端末の接続は拒否される。データカ
ードがＡＡＡシステムによって発行されるケースでは、図４に示したとおり、本発明の一
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実施の形態によるデータカードとＳＩＭカードの両方の認証過程は、以下のステップを有
している。
【００５７】
　Ｓ２４１：ＡＡＡシステムは、パスワード、有効期限、適用性（たとえば、そのカード
が、現ネットワークを通じて、又は現在地において、インターネットサーフィンに使用で
きるかどうか）、カードの残りプリペイド額、ユーザアカウント番号が“１２３”である
、といったデータカードの情報をデータベースから取得するとともに、取得した情報中の
パスワードが、ＰＤＳＮ／ＧＧＳＮから送信されたパスワード“１３５”と一致するかど
うかを判定し、一致した場合Ｓ２４２が実行され、そうでない場合携帯端末の接続は拒否
される。
【００５８】
　Ｓ２４２：ＡＡＡシステムは、ＰＤＳＮ／ＧＧＳＮから送信されたユーザアカウント番
号及びパスワードに関する情報から、携帯端末のＳＩＭカードのユーザアカウント番号を
得るとともに、様々なシステム間の情報を交換するための専用プロトコルによるＱＵＥＲ
Ｙ＿ＵＳＥＲＩＮＦＯ＿ＡＣＣメッセージを通じてＳＩＭカード番号をＣＩＮへ送信し、
ＳＩＭカードの認証を行うようにＣＩＮへ要求する。
【００５９】
　Ｓ２４３：ＣＩＮは、ＳＩＭカード番号によるＳＩＭカードの情報についてデータベー
スに問い合わせるとともに、ＳＩＭカードの認証を行う。ＳＩＭカード番号が認証を通過
したならばＳ２４４が実行され、そうでない場合ＣＩＮはＳＩＭカードが不正であること
を示すメッセージを送信し、携帯端末の接続は拒否される。
【００６０】
　Ｓ２４４：ＣＩＮは、データカードとＳＩＭカードの両方が正規であることを示すメッ
セージをＡＡＡシステムへ送信するとともに、Ｓ０３が実行される。
【００６１】
　ＣＩＮによってデータカードが発行されるケースでは、図５に示したとおり、本発明の
他の実施形態によるデータカードとＳＩＭカードの両方の認証の流れは以下のステップを
有している。
【００６２】
　Ｓ２５１：ＡＡＡシステムは、データカードが正規であるかどうかの確認をＣＩＮに要
求するため、データカードのユーザアカウント番号“１２３”及びパスワード“１３５”
をＣＩＮへ送信するともに、ＰＤＳＮ／ＧＧＳＮから送信されたユーザアカウント番号及
びパスワードに関する情報より携帯端末のＳＩＭカード番号を得る。そして、ＳＩＭカー
ドの認証を実行するようＣＩＮに要求するため、様々なシステム間の情報を交換するため
の専用プロトコルによるＱＵＥＲＹ＿ＵＳＥＲＩＮＦＯ＿ＡＣＣメッセージを通じて、Ｃ
ＩＮへＳＩＭカード番号を送信する
【００６３】
　Ｓ２５２：ＣＩＮは、ユーザアカウント番号が“１２３”であるということや、パスワ
ード、有効期限、適用性（たとえば、そのカードが、現ネットワークを通じて、又は現在
地において、インターネットサーフィンに使用できるかどうか）、カードの残り金額とい
ったデータカードの情報をデータベースから取得するとともに、取得した情報中のパスワ
ードがＰＤＳＮ／ＧＧＳＮから送信されたパスワード“１３５”と一致するかどうかを判
定し、一致すればＳ２５３が実行され、そうでなければ携帯端末の接続は拒否される。
【００６４】
　Ｓ２５３：ＣＩＮは、ＳＩＭカード番号によるＳＩＭカードの情報についてデータベー
スに問い合わせるとともに、ＳＩＭカードの認証を行う。ＳＩＭカード番号が認証を通過
した場合はＳ２５４が実行され、そうでない場合は携帯端末の接続は拒否される。
【００６５】
　Ｓ２５４：ＣＩＮはデータカードとＳＩＭカードの両方が正規であることを示すメッセ
ージをＡＡＡシステムに送信するとともに、Ｓ０３が実行される。
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【００６６】
　図５に図示した実施形態では、ＳＩＭカードが最初に認証されるか、又はデータカード
とＳＩＭカードが同時に認証される。データカードとＳＩＭカードのいずれかでも認証を
通過しなかった場合、ユーザは携帯端末を通じてインターネットサーフィンを行うことは
できない。
【００６７】
　ＣＩＮによってデータカードが発行されるケースでは、図６に示したとおり、本発明の
他の実施形態によるデータカードとＳＩＭカードの両方の認証の流れは、以下のステップ
を有している。
【００６８】
　Ｓ２６１：ＡＡＡシステムは、データカードが正規かどうかの確認をＣＩＮに要求する
ため、データカードのユーザアカウント番号“１２３”及びパスワード“１３５”をＣＩ
Ｎへ送信するとともに、ＰＤＳＮ／ＧＧＳＮから送信されたユーザアカウント番号及びパ
スワードに関する情報から携帯端末のＳＩＭカード番号を得て、ＣＩＮにＳＩＭカードの
認証を行うように要求するため、様々なシステム間の情報を交換するための専用プロトコ
ルによるＱＵＥＲＹ＿ＵＳＥＲＩＮＦＯ＿ＡＣＣメッセージを通じて，ＳＩＭカード番号
をＣＩＮへ送る。
【００６９】
　Ｓ２６２：ＣＩＮは、ＳＩＭカード番号によるＳＩＭカードの情報についてデータベー
スに問い合わせるとともに、ＳＩＭカードの認証を行う。ＳＩＭカード番号が認証を通過
した場合Ｓ２６３が実行され、そうでなければ携帯端末の接続は拒否される。
【００７０】
　Ｓ２６３：ＣＩＮは、ユーザアカウント番号が“１２３”であるということや、パスワ
ード、有効期限、適用性（たとえば、そのカードが、現ネットワークを通じて、又は現在
地において、インターネットサーフィンに使用できるかどうか）、カードの残り金額、と
いったデータカードの情報をデータベースから取得するとともに、取得した情報中のデー
タカードのパスワードをＡＡＡシステムへ送信する。
【００７１】
　Ｓ２６４：ＡＡＡシステムは、ＣＩＮから送信されたパスワードが、ＰＤＳＮ／ＧＧＳ
Ｎから送信されたパスワード“１３５”と一致するかどうかを判定し、一致した場合Ｓ０
３が実行され、そうでない場合携帯端末の接続は拒否される。
【００７２】
　データカードのパスワードを認証するとき、ＡＡＡシステム又はＣＩＮは、データベー
スから直接又は間接的に得られたデータカードの情報によって、適用性、有効期限、カー
ドの残り金額など、といったカードの情報を含む、データカードの正当性についての認証
を実行する。データカードが認証を通過した場合、前記認証過程に従ってＳ０３が実行さ
れる、又はさらにＳＩＭカードも認証される。そうでない場合、ＡＡＡシステムは端末接
続を拒否するか、又はＣＩＮが、データカードが不正であることを示す認証結果をＡＡＡ
システムへ送信するとともに、ＡＡＡシステムは端末接続を拒否する。図２及び図６に示
した認証過程において、データカードの正当性がＡＡＡシステムによる認証を必要とする
場合、Ｓ２２２及びＳ２６３において、ＣＩＮは同様にデータカードの正当性に関する情
報をＡＡＡシステムに送信する。
【００７３】
　前記の実施形態において、Ｓ０２とＳ０３の間、データカードを発行したＡＡＡシステ
ム又はＣＩＮは、データカードに保存されたある一定の金額に関して情報を設定する。デ
ータカードがＡＡＡシステムによって発行された場合、ＡＡＡシステムは、ある一定の金
額を直接データカードに保存する。データカードがＣＩＮによって発行された場合、ＡＡ
ＡシステムはＡＵＴＨ＿ＰＰ＿ＡＣＣメッセージを介してデータカードにある一定額を保
存するための要求をＣＩＮへ送信する。ＣＩＮはその要求に従って対応する額を保存する
とともに、ある金額の保存が成功したことを示すメッセージをＡＡＡシステムに返信する
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。
【００７４】
　さらに、前記の実施形態では、Ｓ０２とＳ０３の間、ＡＡＡシステムはデータカードの
残り金額に関する問い合わせ、かつそのプリペイド額によって支払うことのできるトラフ
ィック量を計算するとともに、そのデータカードで支払い可能なトラフィック量に関する
情報をＰＤＳＮ／ＧＧＳＮに送信する。Ｓ０４とＳ０５の間、ＰＤＳＮ／ＧＧＳＮは端末
に送信されたトラフィック量を計算する。トラフィック量が、データカードの金額で支払
うことのできるトラフィック量より多い又は等しい場合、ＰＤＳＮ／ＧＧＳＮは端末を切
断し、端末によるインターネットサーフィンを終了させる。一方で、Ｓ０４とＳ０５の間
、ＰＤＳＮ／ＧＧＳＮは、端末に送信されたトラフィック量をリアルタイムに計算すると
もに、ＡＡＡシステムにそのトラフィック量を送信する。データカードがＡＡＡシステム
によって発行された場合、ＡＡＡシステムは接続料金を計算するとともに、データカード
のプリペイド額からサービス料金を差し引く。データカードがＣＩＮによって発行された
場合、ＡＡＡシステムはトラフィック量に従って接続料金を計算するとともに、データカ
ードのプリペイド額から接続料金を差し引く要求をＣＩＮへ送信し、ＣＩＮはデータカー
ドから接続料金を差し引く。
【００７５】
　前記の実施形態において、Ｓ０５は以下のように実行される。
【００７６】
　ユーザが、クライアント端末を通じて切断要求をＰＤＳＮ／ＧＧＳＮに送信した場合、
ＰＤＳＮ／ＧＧＳＮは、端末に送信されたトラフィック量を計算するとともに、そのトラ
フィック量をＡＡＡシステムに送信する。データカードがＡＡＡシステムによって発行さ
れた場合、ＡＡＡシステムはＰＤＳＮ／ＧＧＳＮから送信されたトラフィック量に従って
接続料金を計算するとともに、データカードのプリペイド額から接続料金を差し引き、イ
ンターネットからの端末の切断を指示するメッセージをＰＤＳＮ／ＧＧＳＮへ送信する。
データカードがＣＩＮによって発行された場合、ＡＡＡシステムはＰＤＳＮ／ＧＧＳＮか
ら送信されたトラフィック量に従って接続料金を計算するとともに、データカードの金額
から接続料金を差し引く要求をＣＩＮへ送信する。
ＣＩＮはデータカードのプリペイド額から相当する接続料金を差し引き、料金が差し引か
れたことを示すメッセージをＡＡＡシステムへ返信する。そして、ＡＡＡシステムはイン
ターネットから端末を切断するよう指示するメッセージをＰＤＳＮ／ＧＧＳＮへ送信する
。
【００７７】
　Ｓ０５において接続料金を差し引く過程から、データカードがＡＡＡシステムによって
発行された場合、ＡＡＡシステムは接続料金をデータカードから直接差し引く。先行技術
において接続料金を差し引く過程と比較すると、ＡＡＡシステムはサービス料金を計算す
るとともに、サービス料金を差し引くようＣＩＮに要求し、ＣＩＮは対応するサービス料
金を差し引き、サービス料金が差し引かれたことを示すメッセージを返信することによっ
て、システム間の対話を減少し、サービス手続きを単純化する結果、ネットワーク上の負
荷を緩和し、ユーザがインターネットにアクセスする時間を節約し、ユーザに利便性をも
たらす。
【００７８】
　本発明は、本発明の一実施形態によって記載されるとともに図示された。前記実施形態
は単なる実施例に過ぎず限定するものではなく、本発明はそれらに限定されてはならない
こと、特許請求の範囲によって定義される本発明の趣旨及び範囲から逸脱しない限り、前
記記載及び図面の記載から様々な改良や変化が可能であることは、当業者に自明である。
【図面の簡単な説明】
【００７９】
【図１】図１は、本発明によるデータカードを使ったインターネットサーフィンのための
典型的な方法を図示したフローチャートである。



(15) JP 2009-524301 A 2009.6.25

10

20

30

40

【図２】図２は、本発明の一実施形態によるデータカードの認証を行うＡＡＡシステムを
図示したフローチャートである。
【図３】図３は、本発明の一実施形態によるデータカードの認証を行う携帯電話インテリ
ジェントネットワーク（ＣＩＮ：Cellphone Intelligent Network）を図示したフローチ
ャートである。
【図４】図４は、本発明の一実施形態によるデータカードとＳＩＭカードの認証フローチ
ャートである。
【図５】図５は、本発明の他の実施形態によるデータカードとＳＩＭカードの認証フロー
チャートである。
【図６】図６は、本発明の他の実施形態によるデータカードとＳＩＭカードの認証フロー
チャートである。
【符号の説明】
【００８０】
　Ｓ０１　ユーザアカウント及びパスワード情報を無線通信ネットワークに送信するステ
ップ
　Ｓ０２　無線通信ネットワークがユーザ無線装置に対して認証を行うステップ
　Ｓ０３　ユーザ無線装置に帯域幅を割り当てるステップ
　Ｓ０４　ユーザ無線装置がインターネットにログオンしアクセスするステップ
　Ｓ０５　ユーザ無線装置からのログオフ要求に対して、料金を計算するステップ
　Ｓ０６　端末によるインターネットサーフィンを終了させるステップ
　Ｓ０７　ユーザ無線装置に対する接続を拒否するステップ
　Ｓ２２１　データカードの認証を要求するメッセージを送信するステップ
　Ｓ２２２　データカードのパスワードに関する情報を送信するステップ
　Ｓ２２３　データカードが正規であるかどうかを判定するステップ
　Ｓ２４１　ＳＩＭカードの認証を要求するメッセージを送信するステップ
　Ｓ２４２　データカードのパスワードに関する情報を送信するステップ
　Ｓ２４３　ＳＩＭカードが正規であるかどうかを判定するステップ
　Ｓ２４４　データカード及びＳＩＭカードが正規であることを示すメッセージを送信す
るステップ
　Ｓ２５１　ＳＩＭカード及びデータカードの認証を要求するメッセージ送信するステッ
プ
　Ｓ２５２　データカードが正規であるかどうかを判定するステップ
　Ｓ２５３　ＳＩＭカードが正規であるかどうかを判定するステップ
　Ｓ２５４　データカード及びＳＩＭカードが正規であることを示すメッセージを送信す
るステップ
　Ｓ２６１　ＳＩＭカード及びデータカードの認証を要求するメッセージを送信するステ
ップ
　Ｓ２６２　ＳＩＭカードが正規であるかどうかを判定するステップ
　Ｓ２６３　データカードのパスワードに関する情報を送信するステップ
　Ｓ２６４　データカードが正規であるかどうかを判定するステップ
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【手続補正書】
【提出日】平成20年7月22日(2008.7.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
 インターネットに対するプリペイドユーザの無線アクセス方法であって、
 無線ユーザ端末が無線通信ネットワークを介してインターネットにログオンする場合、
無線ユーザ端末から送信されたユーザアカウント番号及びパスワードに関する情報を無線
通信ネットワークによって受信するステップと、
 前記無線通信ネットワークによって無線ユーザ端末の認証を行うステップと、
 を具備し、
 ユーザアカウント番号、パスワード及びプリペイド額に関する情報を、無線通信ネット
ワークにあらかじめ保持し、
 前記無線ユーザ端末が認証を通過した場合、無線ユーザ端末に帯域幅を割り当て、そう
でない場合、無線ユーザ端末の接続を拒否することを特徴とする無線アクセス方法。
【請求項２】
 前記無線ユーザ端末から切断要求メッセージを受信すると、無線通信ネットワークによ
って料金を計算し、プリペイド額から前記料金を差し引くステップと、
 を具備することを特徴とする請求項１に記載の無線アクセス方法。
【請求項３】
　前記無線ユーザ端末によって送信されたユーザカウント番号及びパスワードに関する情
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報を受信するステップは、無線ユーザ端末が無線通信ネットワークを介してインターネッ
トへログオンする場合、無線ユーザ端末から送信されたユーザアカウント番号及びパスワ
ードに関する情報を、無線通信ネットワーク内の無線パケットゲートウェイによって受信
するステップと、
 ユーザアカウント番号及びパスワードに関する情報を、無線パケットゲートウェイから
認証・認可・アカウンティング（ＡＡＡ：Authentication Authorization and Accountin
g）システムへ送信するステップと、
 を具備することを特徴とする請求項１に記載の無線アクセス方法。
【請求項４】
　前記無線ユーザ端末の認証を行うステップは、
 ユーザアカウント番号及びパスワードに関する情報を、ＡＡＡシステムによってデータ
ベースから取得するステップと、
 取得した情報に記録されているパスワードに関する情報が、無線ユーザ端末から送信さ
れたパスワードに関する情報と一致するかどうかを判定するステップと、
 一致した場合、無線ユーザ端末に帯域幅を割り当てるステップと、
 一致しなかった場合、端末の接続を拒否するステップと、
 を具備することを特徴とする請求項３に記載の無線アクセス方法。
【請求項５】
　無線ユーザ端末の認証を行うステップは、
　無線ユーザ端末の認証を行うため、ユーザアカウント番号及びパスワードに関する情報
を保持する認証要求メッセージをＡＡＡシステムから携帯電話インテリジェントネットワ
ークへ送信するステップと、
　ユーザアカウント番号に従って、ユーザアカウント番号及びパスワードに関する情報を
、携帯電話インテリジェントネットワークによってデータベースから取得するステップと
、
 取得した情報に記録されているパスワードに関する情報を、ＡＡＡシステムへ送信する
ステップと、
　携帯電話インテリジェントネットワークから送信されたパスワードに関する情報が、
ＡＡＡシステムによって無線ユーザ端末から送信されたパスワードに関する情報と一致す
るかどうかを判定するステップと、
 携帯電話インテリジェントネットワークから送信されたパスワードに関する情報が、送
信されたパスワードに関する情報と一致した場合、無線ユーザ端末に帯域幅を割り当るス
テップと、
 一致しなかった場合、無線ユーザ端末の接続を拒否するステップと、
 を具備することを特徴とする請求項３に記載の無線アクセス方法。
【請求項６】
　前記無線ユーザ端末の認証を行うステップは、
　 無線ユーザ端末の認証を行うため、ユーザアカウント番号及びパスワードに関する情
報を保持する認証要求メッセージを、ＡＡＡシステムから携帯電話インテリジェントネッ
トワークへ送信するステップと、
　ユーザアカウント番号に従って、ユーザアカウント番号及びパスワードに関する情報を
、データベースから携帯電話インテリジェントネットワークによって取得するステップと
、
 取得した情報に記録されているパスワードに関する情報が、無線ユーザ端末から送信さ
れたパスワードに関する情報と一致するかどうかを判定するステップと、
 インテリジェントネットワークが取得した情報に記録されているパスワードに関する情
報が、無線ユーザ端末から送信されたパスワードに関する情報と一致した場合、
 前記無線ユーザ端末が正規なものであることを示すメッセージを、携帯電話インテリジ
ェントネットワークからＡＡＡシステムへ送信するとともに、無線ユーザ端末に帯域幅を
割り当てるステップと、
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 一致しなかった場合、無線ユーザ端末が不正であることを示すメッセージを、携帯電話
インテリジェントネットワークからＡＡＡシステムに送信するとともに、無線ユーザ端末
の接続を拒否するステップと、
 を具備することを特徴とする請求項３に記載の無線アクセス方法。
【請求項７】
　さらに前記無線ユーザ端末のＳＩＭカードの認証を行うステップは、
 無線ユーザ端末及びＳＩＭカードの両方が認証を通過した場合、無線ユーザ端末に帯域
幅を割り当てるステップと、
 認証を通過しなかった場合、無線ユーザ端末を拒否するステップと、
 を具備することを特徴とする請求項３に記載の無線アクセス方法。
【請求項８】
　前記無線ユーザ端末の認証を行うステップは、
　ユーザアカウント番号に従って、データベースからユーザアカウント番号及びパスワー
ドに関する情報をＡＡＡシステムによって取得するステップと、
 取得した情報に記録されているパスワードに関する情報が、無線ユーザ端末から送信さ
れたパスワードに関する情報と一致するかどうかを判定するステップと、
 一致した場合、ＡＡＡシステムによって無線ユーザ端末のＳＩＭカード番号を得るステ
ップと、
 ＳＩＭカードの認証を行うため、ＳＩＭカード番号を運ぶ認証要求メッセージを携帯電
話インテリジェントネットワークへ送信するステップと、
　携帯電話インテリジェントネットワークによってＳＩＭカードの情報に関するデータベ
ースを問い合わせるステップと、
 前記ＳＩＭカードが正規なものであるかどうかを判定するステップと
 正規であった場合、ＳＩＭカードが正規であることを示すメッセージを、携帯電話イン
テリジェントネットワークからＡＡＡシステムへ送信するとともに、無線ユーザ端末に帯
域幅を割り当てるステップと、
 不正であった場合、ＳＩＭカードが不正であることを示すメッセージを、携帯電話イン
テリジェントネットワークからＡＡＡシステムへ送信するとともに、無線ユーザ端末の接
続を拒否するステップと、
 を具備することを特徴とする請求項７に記載の無線アクセス方法。
【請求項９】
　前記無線ユーザ端末の認証を行うステップは、
　ＡＡＡシステムによって無線ユーザ端末のＳＩＭカード番号を得るステップと、
 無線ユーザ端末及びＳＩＭカードの認証を行うため、ＳＩＭカード番号と同様にユーザ
アカウント番号及びパスワードを保持する認証要求メッセージを携帯電話インテリジェン
トネットワークへ送信するステップと、
 ユーザアカウント番号に従って無線ユーザ端末の情報をデータベースから携帯電話イン
テリジェントネットワークによって取得するステップと、
 取得した情報に記録されているパスワードに関する情報が、無線ユーザ端末から送信さ
れたパスワードに関する情報と一致するかどうかを判定するステップと、
 一致しなかった場合、無線ユーザ端末が不正であることを示すメッセージを携帯電話イ
ンテリジェントネットワークからＡＡＡシステムへ送信するとともに、無線ユーザ端末の
接続を拒否するステップと、
 一致した場合、携帯電話インテリジェントネットワークによってＳＩＭカードの情報に
関するデータベースに問い合わせ、ＳＩＭカードが正規なものであるかどうかを判定する
ステップと、
 正規であった場合、無線ユーザ端末とＳＩＭカードの両方が正規であることを示すメッ
セージを、携帯電話インテリジェントネットワークからＡＡＡシステムへ送信するととも
に、無線ユーザ端末に帯域幅を割り当てるステップと、
 正規でなかった場合、ＳＩＭカードが不正であることを示すメッセージを、携帯電話イ
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ンテリジェントネットワークからＡＡＡシステムへ送信するとともに、無線ユーザ端末の
接続を拒否するステップと、
 を具備することを特徴とする請求項７に記載の無線アクセス方法。
【請求項１０】
 前記無線ユーザ端末の認証を行うステップは、
　ＡＡＡシステムによってインターネットへアクセスするための要求メッセージからＳＩ
Ｍカード番号を得るステップと、
 無線ユーザ端末及びＳＩＭカードの認証を行うため、ＳＩＭカードと同様に、ユーザア
カウント番号及びパスワードに関する情報を保持する認証要求メッセージを携帯電話イン
テリジェントネットワークへ送信するステップと、
　携帯電話インテリジェントネットワークによって、ＳＩＭカードの情報に関するデータ
ベースに問い合わせるステップと、
 前記ＳＩＭカードが正規なものであるかどうかを判定するステップと、
 正規でなかった場合、ＳＩＭカードが不正であることを示すメッセージを、携帯電話イ
ンテリジェントネットワークからＡＡＡシステムへ送信するとともに、無線ユーザ端末の
接続を拒否するステップと、
 正規であった場合、携帯電話インテリジェントネットワークによって、ユーザアカウン
ト番号に従って、無線ユーザ端末の情報をデータベースから取得するとともに、取得した
情報に記録されているパスワードに関する情報をＡＡＡシステムへ送信するステップと、
　ＡＡＡシステムによって、携帯電話インテリジェントネットワークから送信されたパス
ワードに関する情報が、無線ユーザ端末から送信されたパスワードに関する情報と一致す
るかどうかを判定するステップと、
 一致した場合、無線ユーザ端末に帯域幅を割り当てるステップと、
 一致しなかった場合、無線ユーザ端末の接続を拒否するステップと、
 を具備することを特徴とする請求項７に記載の無線アクセス方法。
【請求項１１】
 さらに前記無線ユーザ端末を認証する場合、無線ユーザ端末の正当性を認証するステッ
プと、
 適応性と有効期限について無線ユーザ端末を認証するステップと、
 無線ユーザ端末が、正当性の認証を通過した場合、端末によってインターネットにログ
オンし、インターネットサーフィンを行うステップが実行するステップと、通過しなかっ
た場合、端末の接続を拒否するステップと、
 を具備することを特徴とする請求項３に記載の無線アクセス方法。
【請求項１２】
　無線ユーザ端末を認証するステップと無線ユーザ端末に帯域幅を割り当てるステップの
間には、
 金額の保存に関する情報を設定するステップ
 をさらに具備することを特徴とする請求項３に記載の無線アクセス方法。
【請求項１３】
　金額の保存に関する情報の設定を行うステップは、
　データカードの金額を保存するための要求をＡＡＡシステムから携帯電話インテリジェ
ントネットワークへ送信するステップと、
 前記要求に従ってユーザアカウント番号に対するプリペイド額を携帯電話インテリジェ
ントネットワークによって保存するステップと、
 プリペイド額が保存されたことを示すメッセージをＡＡＡシステムへ送信するステップ
と、
 を具備することを特徴とする請求項１２に記載の無線アクセス方法。
【請求項１４】
 前記ユーザアカウントの残り金額が指定額より少ない又は等しいことを無線パケットゲ
ートウェイから検出した場合、無線ユーザ端末によるインターネットサーフィンを終了さ



(21) JP 2009-524301 A 2009.6.25

せるステップ
 をさらに具備することを特徴とする請求項１３に記載の無線アクセス方法。
【請求項１５】
　 無線ユーザ端末を認証するステップと無線ユーザ端末に帯域幅を割り当てるステップ
の間は、
　 データカードの残り金額をＡＡＡシステムによって問い合わせるステップと、
　 前記金額から支払い可能なトラフィック量を計算するステップと、
　 支払い可能なトラフィック量に関する情報を無線パケットゲートウェイへ送信するス
テップと、
 無線パケットゲートウェイによって、前記端末へ送信されたトラフィック量を計算する
ステップと、
 トラフィック量が、支払い可能なトラフィック量より多い又は等しい場合、無線ユーザ
端末によるインターネットサーフィンを終了させるステップと、
 を具備することを特徴とする請求項１から請求項１０のいずれか１項に記載の無線アク
セス方法。
【請求項１６】
　無線ユーザ端末を切断した時に、無線ユーザ端末へ送信されたトラフィック量に従って
プリペイド額から接続料金を差し引くステップ
 をさらに具備することを特徴とする請求項３に記載の無線アクセス方法。
【請求項１７】
 プリペイド額から接続料金を差し引くステップは、
　無線パケットゲートウェイによって、無線ユーザ端末に送信されたトラフィック量を計
算するステップと、
 前記トラフィック量をＡＡＡシステムへ送信し、ＡＡＡシステムによってトラフィック
量に従ってプリペイド額から接続料金を差し引くステップと、
 を具備することを特徴とする請求項１６に記載の無線アクセス方法。
【請求項１８】
 プリペイド額から接続料金を差し引くステップは、
　無線パケットゲートウェイによって無線ユーザ端末へ送信されたトラフィック量を計算
し、ＡＡＡシステムへトラフィック量を送信するステップと、
　ＡＡＡシステムによって前記トラフィック量から接続料金を計算し、プリペイド額から
接続料金を差し引くための要求を、携帯電話インテリジェントネットワークへ送信するス
テップと、
　携帯電話インテリジェントネットワークによって、プリペイド額から接続料金を差し引
くステップと、
 を具備することを特徴とする請求項１６に記載の無線アクセス方法。
【請求項１９】
 プリペイドユーザがインターネットに無線アクセスするためのシステムであって、
 無線ユーザ端末が無線通信ネットワークを介してインターネットにログオンする場合、
無線ユーザ端末から送信されたユーザアカウント番号およびパスワードに関する情報を受
信するために構成された無線通信ネットワークを具備し、
 ユーザアカウント番号、情報およびプリペイド額に関する情報は、無線通信ネットワー
クにあらかじめ保持され、無線ユーザ端末を認証するとともに、無線ユーザ端末が認証を
通過した場合、無線ユーザ端末に帯域幅を割り当てる、またはそうでない場合、無線ユー
ザ端末の接続を拒否することを特徴とする無線アクセスシステム。
【請求項２０】
　無線パケットゲートウェイ、認証・認可・アカウンティング（ＡＡＡ：Authentication
 Authorization and Accounting）システムおよびデータベースをさらに具備し、
　無線ユーザ端末が無線通信ネットワークを介してインターネットにログオンする場合、
無線パケットゲートウェイは、無線ユーザ端末から送信されたユーザアカント番号および
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パスワードに関する情報を受信するために構成され、
　ＡＡＡシステムは、無線ユーザ端末を認証するために構成されるとともに、無線ユーザ
端末が認証を通過した場合、無線ユーザ端末に帯域幅を割り当てるか、またはそうでない
場合、無線ユーザ端末の接続を拒否するとともに、
 ユーザアカウント番号、パスワードおよびプリペイド額はデータベースに保持されるこ
とを特徴とする請求項１９記載の無線アクセスシステム。
【請求項２１】
　ＡＡＡシステムは、ユーザアカウント番号およびパスワードに関する情報をユーザアカ
ウント番号に従ってデータベースから取得するためにさらに構成され、取得された情報に
記録されたパスワードに関する情報が、無線ユーザ端末から送信されたパスワードに関す
る情報と一致するかどうか判定するとともに、一致した場合、無線ユーザ端末に帯域幅が
割り当てられるか、またはそうでない場合、端末の接続は拒否されることを特徴とする請
求項２０に記載の無線アクセスシステム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００３】
 社会の発展につれて、社会生活、経済、科学研究、国家防衛など、様々な情報が常に更
新されるとともに、正確な情報が行き交い様々な分野でますます使われている。個人又は
集団の発展は、他の成功を頼りにしなければならない。したがって情報を完全に取得する
方法は、重要な問題の１つとなる。そこに、情報を取得するための様々な手段が存在する
。とりわけ、現在、人々にとってネットワークは、便利で迅速にかつ詳細な方法で情報を
取得するには最良であり、テレビや新聞といったメディアよりもポピュラーである。現在
、ユーザの多くは、広いカバレッジ及び高帯域幅で利点のある有線ブロードバンドネット
ワークを通して情報を取得する。しかし、有線ブロードバンドネットワークは、固定した
場所によるＰＣからアクセスのみが可能である。その結果、ユーザはインターネットサー
フィンをするため、固定した場所にＰＣを持ち運ばなければならず、非常に不便である。
同様に、ユーザは、有線ブロードバンドネットワークに比べてログオンできる場所がより
自由な無線ローカルエリアネットワークを通して、情報を取得する。しかし、これもカバ
レッジが狭いことがユーザにとって不便の原因になっている。社会経済の迅速な発展の結
果としての携帯端末の高い普及率と同様に、無線ネットワークの持続的な進歩の結果とし
ての広いカバレッジと他のネットワークを通じた携帯性の点から、無線ネットワークの重
要な長所により、様々な分野の人々にとって、携帯端末又は無線ネットワークカード（Ｐ
Ｃは携帯端末に挿入されるか、またはＰＣは携帯端末のＳＩＭカードを通して無線ネット
ワークに接続される）によって、無線ネットワークを通して情報を取得することが、最善
の選択になる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１】

【手続補正４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図２】

【手続補正５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図３
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図３】

【手続補正６】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図４】

【手続補正７】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図５
【補正方法】変更
【補正の内容】



(27) JP 2009-524301 A 2009.6.25

【図５】

【手続補正８】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図６
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図６】
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【国際調査報告】
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